




矢 内 義 顕  
序  
本箱は，カンタベリーのアンセルムス（ArlSelmus Cantuariensis  
lO33－1109）がロチェスター司教ゴンドルフス／グンドルフス（Gondulfus／－  
Gundulfus Roffensis Episcopus ca．1024－1108）に宛てた初期の書簡（1071年頃  
－1076年）を取り扱う（1）。最初にゴンドルフスの生涯について簡単に述べてお  
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日，八五歳で没する。アンセルムスが没するのはその一年後である。   
アンセルムスの書簡のうち，ゴンドルフス宛の書簡として残っている最初の  
ものは，1071年頃に善かれた『書簡4』，最後のものは1105ないし1106年に善  
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い。   
『書簡4』修道士ゴンドルフスヘ   
尊敬すべき主，最愛の兄弟，最も信頼する友人，ゴンドルフス師へ：兄弟ア  
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と思われるのでしたら，私のことは忘れ，彼を記憶に留めて下さい。   
ヘンリクス師には別の手紙を送りました。けれども，あなた方の名を交換す  
ることで，貴兄のものは彼のもの，また彼のものは貴兄のものです。  
アンセルムスの初期の書簡は，ランフランクスとともにイングランドに渡っ   
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た友人たちに宛てられたものである。距離や隔たりは友愛（amicitia）を強化  
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したためる。次に示すのはそのうちの一過であり，1073年頃執筆された鍋。   
『書簡34』修道士ゴンドルフスヘ   
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ムスならではの贈り物を伝えるものである。   
『書簡28』修道士ゴンドルフスヘ  
主なるゴンドルフスへ：兄弟アンセルムスから。アンセルムスがゴンドルフ   






うのは，それが絶えず成長することによって変っていくことです。   
ある兄弟が，聖母マリアについて比較的長い祈祷を執筆して欲しいと，一度  
ならず，しばしば私に懇望しました。今ここにいる彼はそれを自分のために外  
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作成し，さらにそれに七編の『祈祷』を付け加えた。その中の一編は彼自身  
が，「祈祷より瞑想と呼ばれるべきです」（non tantum Oratio quantum Me－  
ditatio dicenda est）B勿と述べており，現在残されている「畏怖の念を起こすた  
めの瞑想」（Meditatio ad concitandum timorem）と題された『瞑想Ⅰ』である  
と推定される。しかし，残りの六編はそれぞれ，ステファノ，マグダラのマリ  
ア，洗礼者ヨハネ，ベトロ，パウロ，福音史家ヨハネへの祈祷であったと推定  













き終えてようやく筆をおく¢勾。   
彼はこの三筋の祈祷の意図を「痛悔ないし愛情による悔恨」（compunctio  
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る。アンセルムスの行き届いた配慮を窺わせる。   
マウリリウスの祈祷については先に触れたが，修道生活の出発点から彼の強  
い影響を受けたアンセルムスとゴンドルフスがそれを知っていた可能性は高  




の一つである。これは1074／75年に執筆された。   
『書簡51』修道士ヘルルイヌス，ゴンドルフス，マウリティウスヘ   
主，・兄弟，最愛の友であるヘルルイヌス，ゴンドルフス，マウリティウスヘ  
：兄弟アンセルムスが徳から徳へと上昇しながら進み，神の最高の徳であるキ  
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き，あなた方を照らすでしょう。   
お元気で，私の最愛の友。そしてあなた方が私に負っている兄弟愛からお願  
いします。 あなた方に前進するよう励ましている私が，かつて真剣に着手  
し，今はほとんど達成しかけていることを，惨めな失敗に終らせることがない  
よう，これまでにも増して熱心に祈って下さい。   
本書簡において「そこで，最愛の方々に勧め，願います。」という言葉で始  
まる修道生活に関する勧めは，修道生活を志し，後にクリユニー修道士となっ  






ルムスの一貫した考えが示されていると言えよう。   
これは，『マタイによる福音書』20章16節ないし22章14節で天国に入る人々  
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国への道（via caelestis patriae）をひたすら歩まねばならない。すべてはそこ  
で明らかになるのである。ここで彼は選び，遺棄という言葉は用いるが，予定  
（praedestinatio）予知（praescientia）という神学的問題については立ち入る  








holastica）は西欧修道制の父ヌルシアのベネディクトウス（Binedictus d占  
Nursia ca．480一別7／60）の妹である。このスコラステイカの死について教皇グ  
レゴリウスー世（GregoriusI在位590－604）のF対話』（Dialogi）は次のよう  
に述べている。ある時，彼女はモンテ・カッシーノの兄のもとを訪れ，霊的生  
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ス・ベケット（Thomas Becketll18－1170）が殉教した日，他にも数百人が命を  
失ったが，天国に行くことができたのは，ベケットを含めて三人だけであった  
という。それから，一世紀後，ウイツクリフの論敵で，説教家としても名高い  
ジョン・プロムヤード00hannes de Bromyard ca．1409没）がこれを詳述し，  
この日全世界で三千三十三人が死んだが，その内三千人が地獄へ，三十人が煉  
獄へ落とされ，救われたのはやはり三人だけであったという。さらに，一三世  
紀のフランシスコ会の説教家レーゲンスブルクのベルトルト（Berthold von  
Regensburgca．1210－1272）＾の見解では，地獄に落ちるものと天国に入る者との  






たがって，救われる人間の数は堕落した天使の数を上回ると述べている㈹。   
とはいえ，グレーヴイツチが明らかにした中世人特有の感覚をアンセルムス  
も共有していたことは周違いなかろう。「招かれる人は多い」しかし「選ばれ  
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そして，そのことを彼は友人たちにたびたび書き送ったのである。   
結 語  
既に述べたように，アンセルムスにとって友愛は修道院共同体を結びつける  
粁である。ベネディクトウスがモンテ・カッシーノに修道院を設立したとき，  
彼が選択したのは，「独りで一着に向かう」（Solus ad Solum）のではなく，神  
を求める者が一つ所に定住し，『戒律』と修道院長に服従し，「修友に対する愛  
を清らかに実践し」（caritatem fraternitatis casteimpendant）㈹，来るべき世の  
終りに，一人の落伍者もなく，「みないっしょに」（pariter）永遠の命に達する  
道であり，そのような場所，修道院を，彼は「主に仕えるための学校」（domi－  
niciscola servitii）㈹と呼んだ。アンセルムスの友愛観とその実践はこうしたベ  







述べている。 アンセルムスにとってこの世での友愛は至福の状態においても存  
続し，そこにおいて神の愛と一体となり，完成するのである。  
［付記］本稿で取り上げたゴンドルフス宛の書簡は初期のもの，すなわち，ゴ  
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ンドルフスがロチェスター司教とな・る1076年以前の書簡である。これ以降の書  
簡については稀を改めなければならない。  
注（1）以下テキストは，S．AnseLmianhi4uscpPIQPeYa Chnnia tomus secundus，Ad fidem codicium   
recensuitFranciscusSalesiusSchmitt，Stuttgart－BadCannstatt．1968に拠る。アンセルムスの書簡   
の近代語による翻訳としては，W．フローリッヒによる全訳，The 最肋椚＝げ5混血∴山蛸由比可  
Canterbuv，tranSlated and annotatedwith anIntroduction byWalterFr6hlich（Cistercian St11dies   
Series96，97．142）．Kalamazoo1990，1993，1994および，Anselmod’Aosta．LettereI－1II，CuratOriI，   
Biffi．C．Marabelli，JacaBook，Milano1988，1990，1993，選訳には，CurDeusHαけWbySt．Anselmto  
血沈血由＝血地上A S沈溺知り触削れ由ム州都．Edinb11rgh1909．山肋路坤輌加勅ば沈め触再k助血  
Anselmetraduites parles moniales de monastさre de Ste－Croix，Paris／AbbayedeMaredsous1926  
がある。  
（2）rゴンドルフス伝J（Vita GundulfiRoffensis Episcopi）はPL159coll．812－836に収録されてい  
る。この批判版テキストは，TheL埴dGunduy’BishpPqfRochesteY，ed．RodneyThomson，Toronto   
MediaevalTexts（Tronto1977）に収録されているが未見。研究論文としては，R．A．L．Smith，   
‘The PlaceofGundulfin theAnglo－Norman Church’in TheEnglishLnstoricalReviewCCXXXI．   
July1943pp．257T272；M，Rutld，‘Monksin the World：The Case of GundulL of Rochester’in   
Aナばわ一州珊瑚Ⅲ5混血奴ⅩI1988pp．245－260．アンセルムスに関する研究の中でゴンドルフスに最も   
多く言及するのは，SallyN．Vaughn，Aナばg励〆ββ亡α嘘助あβけ〆〟β祉ヱ仇丁九g劫仰CgWg〆〃相加〃g   
andthel俺domdtheSeゆent，UniversityofCaliforniaPress1987である。  
（3）C．A．Por6e．Histoiredcl．AbbqyeduBecI．Belgique1901．p．629，  
（4）ヴオーンはアンセルムスのペック到着がこれより早い時期であったろうと述べるが，理由は明ら   
かにしていない。Cf．S．N．Vaughnゆ血．p．47．  
（5）C．A．Por6e，PP，CiL，p．629．  
（6）Ⅵta G研血明817A‘”tantaGundulfoestamicitiavinctusutsealterumGundulfum，Gundulfum  
VerOalterumAnselmumdiceretetvocarigauderet：  
（7）Ibid．，‘Anselmustamem．quiainScriptllriseruditorerat，frequentiorloqtlebatur，Gundtllfusvero．   
qulainlacrymisprofusiorerat，magisfLectibusrigabatur．’Ibid．‘christusvicesille．istegerebat  
Mariae．   
は）j砂4，7，16，2臥34，41，51．59，68，78．91．141，287，293，299，300．306．314，316，330，359，374，3別   
の計二三通，また彼の名が登場する番簡は，助5，8，42．43，58，96，286．291，292，319，331．355，   
474の計十三通である。ゴンドルフスの書簡として残っているのは劫150だけであるが，こ   
れはペック修道士宛の書簡であって，アンセルムスヘの返信ではない。  
（9）高橋英夫r友情の文学誌J（岩波新書2001）p．10．  
8功ⅥねA那gわれ1．1．c．4．テキストは，丁九βエゆ〆ぶJA†惜β励A柁如ぬ九脚〆Cα弗ねγゐ叩砂励血呵   
ed．byR．W．Southern，0Ⅹford1972に拠る。  
仙高腐英夫ゆどれp．75－76．  
B29修道院共同体における順位（ordo congregationis）について，ベネディクトウスのr戒律j   
（戯酌血）は，「修道士は修道院において，修道生活を始めた年月，優れた生活，そして修道院   
長の決定に従って，定められた各自の順位を守るものとする」（c．63．1．）とあるが，修道院長  
74   
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（abbas）の叙任にあたっては，この順位に従わず，「優れた生活と叡智にあふれた教え（vitae  
Ineritumetsapientiaedoctrina）を基準として選出する」（c．64．2）。しかし，副修道院長（prae－   
positus）の資質について明確な規定はない（訳文は r聖ベネディクトウスの戒律J古田暁訳   
すえもりブックス2000年に拠る）。ランフランクスのー慣習規定j（T九β伽ーね伽一助f加ぶげ   
Laナ〆ねnc，Translated from the LatinwithIntroduction and Notes by David Knowles，Nelson’s   

















閉フローリッヒは「ルカによる福音書j15章31節，帰って来た放蕩息子を喜んで迎えた父親に不満   
をもらした兄に対し，その父親が言った言葉，「私のものは全部お前のものだ」（et omnia mea   
tuasunt）を指示するが（Fr61ichゆdた，Ⅰ．p．130n．1），rヨハネによる福音剖の上記の箇所の   
方が適切であろう。  
（姻Cf．Augustinus．InhhannisEvangeliu刑traCtatuSCmV：107．1－2．［アウグステイヌス著作集25   
rヨハネによる福音書講解説教（3）j茂泉昭男・岡野昌雄訳（教文館1993）pp．314－315］  
鋤この年代については，Fr61ich，qP．cit．．p．121および，B．Ward，S．L．G，，ThePYnyelSandMcdita－  
J如ば〆∫£A那g血涙助〃ばア和ぶ上げ血ル．PenguinBooks1973p．61参照。シュミットは，ゴンドル   
フスがロチェスター司教になる1077年以前とする。サザーンは1073TlO74年とする（cf．Southern，   
ゆCれp．107．）。  
榊テキストはSchmitt，ゆCit”pp．1－91．「祈祷1の邦訳はないが，r瞑想1の邦訳は，T中世思想原   
典集成7 前期スコラ学」編訳】監修＝上智大学中世思想研究所l古田暁（平凡社1996）pp．   
311－339に収録されている。  
＠1）Cf，Southern，ゆCit”p．101，サザーンはその特徴を，「極端なまでに情熱的な表現，体系的完結   
性，実践的抑制の独特の結合」（a characteristic combination of extreme fervour of expression，   
systematic comple仁eness．practicalrestraiTlt）と述べている。アンセルムスのr祈楓＝魔別の   
歴史的位置，特徴については，サザーンの他に，Cf．B．Ward．pp，CiE．，pp．27－85．  
朗＝艶10，14．  
錮シュミットの全集では，0和J血XIlI，ⅩⅤⅠ．ⅤⅠIt．ⅠⅩ．X，ⅩⅠである。このうち，Omf由XIII．XVIが   
含まれていたことは書簡の文面から明らかである。Cf．砂10，16－18．  
75   
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＠4）Cf．Southern，ゆCit，．pp．98－99．この祈祷はPL158，COl．946－948にアンセルムスの著作として収   
録されていたが，ヴイルマールがリヨン写本622等からマウリリウスの作品であることを確定し   
た。Cf．A，Wilmart，AuEeurssPlntuelsettextesd6votsdu ”enagClatin，Paris1932．pp．480－481，  
鍋シュミットの全集では，0和地V，ⅤⅠ，VIIである。現在残されている写本の情況からして，サ   
ザーンはこの吾簡の後もアンセルムスは度々原稿に手を入れ，最終的に完成するには少なくとも   
二十年かかったと推定している（Southern，ゆCれp．107）。なお，この三つの祈祷については筆   
者も触れたことがある。Cf．矢内義顕「修道院神学とマリア論－アンセルムスからベルナルドウ   
スへ」「比較思想研究J第25号1999．3．pp．16－22．  
8Q Oγ．Vl，55．  
岡後にアンセルムスがランゾ一に宛てた「昏簡37Jは，ベネディクトウスのF戒律j（蝕卯血）に   




錮現行の新約聖書ギリシア語本文では，20章16節に関して，この句を後代の加筆として削除する   
が，ウルガタ訳では22章14節と同じ句が見出される。ギリシア語本文の問題については，Cf．B．   
M・Metzger．A Tex［ualCbmmenEaTyOntheGreek肋7bsta弼ent．UnitedBibleSocieties1971p．51．  
裾＝砂1蝕14－16．  
如）仇励め．1．ⅠⅠ，C．34アンセルムスが本書を読んでいた可能性は高いcf．砂405，26－27．【訳文は，   
グレゴリウス一世F対話」矢内義顕訳ー中世思想原典集成5後期ラテン教父集J編訳l監修＝上   
智大学中世思想研究所【野町啓（平凡社1993）pp、亜1－504所収に拠る。1  
㈹Cf．アーロン・Ya・グレーヴイツチー同時代人の見た中世ヨーロッパ十三世紀の例話J中沢敦夫   
訳（平凡社1995）pp．141－142．  
㈹C祉γdβ％ざ如†叫l．Ⅰパ．16－18．［邦訳はーアンセルムス全集上古田暁訳（聖文舎1987）pp．435－565   
所収］この間題については，Cf．Augustinus，助血加減叩ⅠⅩ，29；ⅩⅤⅠ，6ト62；βgc如ねおdβf，l．XXII，   
C・Ⅰ．n・2・GregoriusI，伽iEiainEvangelia，ⅩXI，2lXXXIV，2】；ⅩXXIV，11【ⅩXl，2J．これらのテキスト   





陸カタ和∫わgね氾，C．25．119，4－7．アンセルムスは，1086年頃に隠修士フゴーに宛てた書簡で，永遠の至   
福についてもっと詳細に知りたいのであれば，ープロスロギオンJを播くようにと勧めている  
（cf．助112，74－77）。なお，けロスロギオンjの第二五章の至福の状態における十四の善につ   
いて彼自身が詳説した講話を，弟子たちが筆記したものが残っている。ef．βg九鋸御調血糊わわ購，   
57－63；朗血〟血融血127－141；βe∂gαJ助df仰，273－291．in肋Ⅲ〃わαJぶげぶα血書A那βれed．byR．W．   
Sollthern，F．S．Schmitt，0．S．B，London1969．これについては，別個に論じなければならない。  
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